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では第 3 学年で行う OSCE を「3 年次 OSCE」、
第 4学年で行うOSCEを「4年次OSCE」と表記
する。






















ワーキング」が 2014 年 5 月、「演習Ⅱワーキング」
が 2015 年 6 月から活動を開始した。


















学　年 3 年前期 4 年後期














































協働できる実践能力は 4 年次 OSCE の評価項目
とした。また、演習Ⅰは、前期最終週 1週間の集


































C　倫理的な看護実践 3 対象者のプライバシーや個人情報を保護する ○ ○
4 対象者の価値観、生活習慣、慣習、信条などを尊重する ○
5 対象者の選択権、自己決定を尊重する ○ ○
D　 援助的関係の形成 6 対人技法を用いて、対象者と援助的なコミュニケーションを
とる
○ ○






E　 アセスメント 9 健康状態のアセスメントに必要な客観的・主観的情報を収集
する
○ ○
F　 実　施 10 計画した看護を対象者の反応を捉えながら実施する ○ ○
11 計画した看護を安全・安楽・自立に留意し実施する ○ ○
12 看護援助技術を対象者の状態に合わせて適切に実施する ○ ○
Ⅲ群
健 康 の 保 持 増


























17 リスク・マネジメントの方法について理解する ○ ○
18 治療薬の安全な管理について理解する ○ ○



























　2014 年 5 月、演習Ⅰワーキングではまず、メ
ンバー全員で試験課題のテーマ（以下、課題名）
を、それぞれの専門領域の立場から出しあった。









（2014 年 5 月）
集約後の課題名
（2014 年 10 月）
学生に提示した課題名










































































































































4．総合技術演習Ⅰおよび 3 年次 OSCE の実施と
合否
1）　3 年次 OSCE に向けた講義
　演習Ⅰの開講日程は、表 4 のように、4～5 月








































第 2 回 5 月 25 日 〔課題学習〕
①課題別援助計画書の要点の確認
②試験に際しての注意事項（入室時の態度等）
第 3～6 回 8 月 3 日（A クラス）
OSCE 週間
①実習室での実技練習
②講義室での VTR 学習、受験時の諸注意8 月 4 日（B クラス）
第 7～8 回 8 月 5 日 OSCE 当日・結果説明会
補講相当 8 月 6 日 再 OSCE のための練習日（該当者のみ）










　OSCE 週間までに 2015 年 5 月から 7 月末の間
の毎土曜日計 14 日の 1～3限を自主練習時間とし
て実習室を開放した。1日あたりの平均利用者数








生 2～3 人が一組となって 1ベッドを使い、一課
題 45 分ずつ練習を行った。
3） 3 年次 OSCE の評価結果
　OSCE 当日、86 名の受験予定者に遅刻、欠席
はなく、スケジュール通りに開始し、終了した。
第 1 組の試験開始が 9 時 20 分、昼休みを挟み、
最終組が課題 2 の試験終了時刻は 15 時 30 分で
あった。その後、運営チームで得点を分析のうえ、
合否ラインを決め、16 時 30 分から結果説明会を
行った。
　課題 1（血圧測定）の平均は 11.4 点、課題 2（点
滴管理）は平均 15.4 点であった。評価得点の度
数分布と得点率、再試験の実施可能人数を考慮
し、課題 1では 11 点以上、課題 2では 13 点以上
を合格ラインとしたところ、課題 1 では 25 名、
課題 2では 4名が再OSCEの対象となった。
　再OSCE は本試験と同一課題であることを対
象学生に伝えた上で、翌日（8月 6 日）の 9時～
15 時を再 OSCE 対象者の練習時間とし、8 月 7
日に再 OSCE を実施した。その結果、対象者全
員が合格した。
Ⅴ 総合技術演習Ⅰおよび 3 年次 OSCE
の総括と今後の課題
　学生、教員ともに当学部における初めての















































































整合性、学生側の評価、2016 年に行う 4 年次
OSCEを経ての臨床実践能力の獲得状況等につい
て検討を重ねる必要がある。
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